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政策分野６：都市基盤分野 

 

6-4-1 

 

 ○災害時でも人命の保護が最大限図られ，社会の重要な機能が致命的

な障害を受けずに維持される強靭な都市基盤を備えた安全で安心

なまちを実現するため，あらゆる関係者が一体となって取り組む流

域治水の取組を推進する必要があります。 

 ○平成30年７月豪雨の際には，多くの河川が氾濫し，大規模な浸水に

よって甚大な被害が発生しました。河川の拡幅などによる流下能力

の向上や適切な維持管理など災害時の安全性を高める取組が必要

です。 

 ○呉市は，地質的・地形的に雨に脆弱な特性から，過去の豪雨では土

石流や土砂・洪水氾濫等によって甚大な被害が発生しました。市民

の安全・安心な生活環境を確保するため，砂防事業などを計画的に

実施する必要があります。 

 ○呉市は長い海岸線を有していることから，護岸・港湾等の海岸施設

が多く，施設の老朽化や台風等に伴う高潮や高波，地震等に伴う津

波により損傷が生じる恐れのある箇所もあります。浸水被害のリス

クを軽減する取組を継続して行う必要があります。 

 

 

 

 

 

 

  大雨災害による溢水の発生・拡大を防止するため，河道断面確保な

どの機能強化を進めるとともに，リアルタイムで状況を確認できる河

川監視カメラの設置，学校での防災教育など情報発信の充実・強化に

より，市民の安全・安心な生活環境の確保を図ります。 

 

 (1) 河川改修事業 

 (2) 適切な維持管理 

  河川の浚渫，河川管理施設（堤防，水門など）の点検・補修など 

 (3) 浸水被害対策の推進 

  黒瀬川流域の特定都市河川指定※による雨水流出抑制など 

 ※特定都市河川指定：ハード・ソフト一体の水災害対策「流域治水」

の推進を目的として，広島県から指定を受ける。呉市では指定を受

４ 河川，砂防・急傾斜，高潮・津波対策の推進 

施
策 ❶ 河川改修等の推進 

主な 
取組 

施策の
方向 

現状 
・ 

課題 
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けた河川を対象として，開発等に伴う雨水流出抑制に係る許可事務

などを行う 

 

 

 

 

 

 

  豪雨による土石流や土砂・洪水氾濫，急傾斜地の崩壊による災害を

未然に防止する取組を進めるとともに，土砂災害警戒区域の指定等に

関する情報発信などにより，市民の安全・安心な生活環境の確保を図

ります。 

 

 (1) 砂防事業 

 (2) 急傾斜地崩壊対策事業 

 (3) 適切な維持管理 

  崩壊対策工事を実施した急傾斜地の維持補修など 

 

 

 

 

 

 

  台風や地震等による高潮や津波などが発生した時にも生命・財産を

守るため，消波ブロックの設置など海岸施設の計画的な整備・改修と

適切な維持管理を行います。また，海岸清掃など適切な維持管理を行

い，安全で魅力ある海岸づくりを推進します。 

 

 (1) 海岸事業（高潮・津波対策） 

  海岸保全施設（堤防，防潮ゲートなど）の整備など 

 (2) 適切な維持管理 

  海岸保全施設（堤防，防潮ゲートなど）の長寿命化や海岸清掃

など 

  

施
策 ❷ 砂防・急傾斜対策の推進 

施
策 ❸ 高潮・津波対策の推進 

主な 
取組 

施策の
方向 

主な 
取組 

施策の
方向 
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指標 

施策 項目 現状 目標 

❶ 
河川機能強化改修工事実施箇所

（累計） 
R６ 19河川 R12 38河川 

❷ 
急傾斜地崩壊対策工事実施箇所

（累計） 
R６ 754箇所 R12 764箇所 

❸ 高潮（津波）防護達成人口率 R６ 63.7％ R12 67.2％ 
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 ○災害時に，避難場所など防災拠点としての役割を担うため，防災機

能を備えた公園の整備が求められています。 

 ○各公園に設置されている遊具等の施設は経年劣化が進んでおり，誰

もが安全に利用できるようインクルーシブ※な視点での維持補修・

更新，バリアフリー化を行う必要があります。 

 ○公園のポテンシャルを生かした地域の活性化と観光振興に向けて，

官民連携による再整備に取り組む必要があります。 

 ○まちのにぎわいづくりのために，道路・公園などの公共空間を利活

用し，地域のにぎわい創出に資する取組を進める必要があります。 

 ※インクルーシブ：障害の有無，年齢，性別などに関係なく全ての人々

が共生できる社会を目指す理念・考え方 

 

 

 

 

 

 

  人口密度の高い中央地区の防災拠点や市役所本庁舎と一体となった

防災中枢拠点として，中央公園の再整備を行います。 

  また，その他の公園も憩いの空間として，誰もが安全・快適に利用

できるよう遊具等を始めとする公園施設の維持補修・更新，バリアフ

リー化を行います。 

  地域の実情や公園利用者のニーズを踏まえた公園整備や公園の利活

用について，取組方針の検討を行います。 

 

 (1) 防災中枢拠点である中央公園の機能強化 

 (2) 魅力的で多様な機能を備えた公園整備 

  レクリエーションの空間と防災機能など多様な機能を有する公

園の整備など 

 (3) インクルーシブの視点を取り入れた適切な維持管理と計画的な

遊具等の更新 

 

 

５ 公園・にぎわい空間の創出 

施
策 ❶ 公園の整備 

主な 
取組 

施策の
方向 

現状 
・ 

課題 
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  官民連携による再整備を進め，音戸の瀬戸公園を多くの観光客や市

民が来訪し，親しむことができる交流拠点の場としてリニューアルし

ます。 

  蔵本通りを含む堺川沿いの中央公園一帯のまちなか公共空間を，居

心地が良く歩きたくなる，人中心のウォーカブルな空間として再構築

を図ることにより，呉駅周辺エリアから中通，幸町地区などへの人流

増加を促進し，多くの人が交流し，滞在することができるにぎわいの

場を創出します。 

 

 (1) 公共空間を利活用したにぎわい空間の創出 

  公園ブランド価値の向上に向けた音戸の瀬戸公園の再整備，堺

川沿いの中央公園一帯のまちなか公共空間の再構築，新美術館の

整備を含めた幸町地区総合整備，中高生をはじめとする若者が交

流できる居場所づくりなど 

 (2) 指定管理者制度等の官民連携による公園の管理・運営 

  呉ポートピアパーク，狩留賀海浜公園など 

 (3) 公園の特色を生かした利活用 

  灰ヶ峰公園や二河公園での自然観察会など 

 

 

指標 

施策 項目 現状 目標 

❶ 
老朽化した公園施設の整備箇所

（累計） 
R６ 196基 R12 300基 

❷ 

路上イベント等の件数（年間） R６ 36件 R12 50件 

公園イベント等の件数（年間） R６ 38件 R12 48件 

 

施
策 ❷ にぎわい空間の創出 

主な 
取組 

施策の
方向 






































